
昭
和
四
十
六
年
農
林
省
令
第
四
十
七
号

農
用
地
土
壌
汚
染
対
策
地
域
の
指
定
要
件
に
係
る

カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の
検
定
の
方
法
を
定
め
る
省
令

農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
四
号
）
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
農
用
地
土
壌
汚
染
対
策
地
域
の
指
定
要

件
に
係
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の
検
定
の
方
法
を
定
め
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
試
料
の
採
取
）

第
一
条
　
農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
要
件
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
た
め
に
行
う
カ
ド
ミ
ウ

ム
の
量
の
検
定
（
以
下
単
に
「
検
定
」
と
い
う
。
）
の

た
め
の
試
料
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
採
取

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
定
に
係
る
農
用
地
の
面
積
の
お
お
む
ね
二
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き
一
箇
所
の
割
合
で
、
試
料
を
採

取
す
る
ほ
場
を
選
定
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
ほ
場
の
中
央
地

点
及
び
当
該
ほ
場
内
の
そ
の
他
の
四
地
点
に
生
育
し

て
い
る
稲
を
採
取
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
五
地
点
に

お
い
て
地
表
か
ら
お
お
む
ね
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
土
壌
を
採
取
す
る
こ
と
。

三
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
稲
に
付
着
し
て

い
る
土
壌
等
を
除
去
し
、
当
該
稲
を
風
乾
し
た
後
、

ま
と
め
て
脱
穀
及
び
も
み
す
り
を
し
て
得
た
米
を
精

選
す
る
こ
と
。

四
　
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
土
壌
を
風
乾

し
た
後
、
非
金
属
製
の
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
目
の
ふ

る
い
を
通
過
さ
せ
て
得
た
土
壌
を
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
重

量
混
合
す
る
こ
と
。

（
米
に
係
る
検
定
の
方
法
）

第
二
条
　
米
に
係
る
検
定
は
、
別
表
第
一
、
別
表
第
二
若

し
く
は
別
表
第
三
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
試
薬
、
試
料

液
及
び
空
試
験
液
の
調
製
並
び
に
検
定
の
操
作
を
行

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
付
録
第
一
、
付

録
第
二
若
し
く
は
付
録
第
三
の
算
式
に
よ
り
算
出
す
る

方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
壌
に
係
る
検
定
の
方
法
）

第
三
条
　
土
壌
に
係
る
検
定
は
、
別
表
第
四
、
別
表
第
五

又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
試
薬
及
び
試
料

液
の
調
製
、
検
定
の
操
作
並
び
に
試
料
の
水
分
の
測
定

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
付
録
第

四
、
付
録
第
五
又
は
付
録
第
六
の
算
式
に
よ
り
算
出
し

て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
〇
月
二
七
日
総
理
府

令
第
六
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
一
日
総
理
府
令
第

五
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
一
六
日
環
境
省
令

第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
六
日
環
境
省
令
第

二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
〇
日
環
境
省
令
第

九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
　
原
子
吸
光
法
に
よ
る
検
定
の
方
法
（
第
二
条

関
係
）

 

別表第一 原子吸光法による検定の方法（第二条関係）  

区 分 方 法 

一 試薬の調製 

 

 （一） 酒石酸

カリウムナトリ

ウム液 

 酒石酸カリウムナトリウム（九十九・五パーセント以上）二十五グラム

に蒸留水を加えて百ミリリツトルとする。 

 （二） ブロム

フエノールブル

ー液 

 ブロムフエノールブルー〇・一グラムをエチルアルコール（九十五パ

ーセント以上）二十ミリリツトルに溶かし、蒸留水を加えて百ミリリツ

トルとする。 

 （三） 硫酸ア

ンモニウム液 

 蒸留水に飽和するまで硫酸アンモニウム（九十九・五パーセント以上）

を加える。 

 （四） ジエチ

ルジチオカルバ

ミン酸ナトリウ

ム液 

 ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム一グラムを蒸留水に溶かして

百ミリリツトルとする。 

 （五） カドミ

ウム標準原液 

 金属カドミウム一・〇〇〇グラムを希硝酸（硝酸（六十パーセント以

上。以下同じ。）と蒸留水を容量比一対五の割合で混合したもの）五十ミ

リリツトルに溶かし、これを煮沸した後、冷却し、蒸留水を加えて一・〇

〇〇リツトルとする。 

 （六） カドミ

ウム標準液 

 使用の都度、カドミウム標準原液を蒸留水で千倍に希釈する。 

二 試料液の調  試料十・〇グラムないし三十・〇グラムの範囲の適量（Ｓグラム）を容

 

製 量三百ミリリツトルの分解容器に入れ、蒸留水十ミリリツトルないし四

十ミリリツトル及び硝酸四十ミリリツトルを加えてよく混和した後、お

だやかに加熱する。暫時加熱した後、放冷し、硫酸（九十五パーセント以

上。以下同じ。）二十ミリリツトルを加え、必要に応じ随時硝酸少量を加

えつつ淡黄色ないし無色の澄明な液になるまで加熱する。これを冷却し

た後、蒸留水を加えて全量を百・〇〇ミリリツトルとする。 

三 空試験液の

調製 

 試料液の調製に用いた蒸留水、硝酸及び硫酸と同量の蒸留水、硝酸及

び硫酸について試料液の調製の場合と同様に処理し、これに蒸留水を加

えて全量を百・〇〇ミリリツトルとする。 

四 検定の操作  試料液五十・〇ミリリツトル以下の量でカドミウムが〇・五マイクロ

グラムないし二十マイクログラムが含まれると推定される適量（Ｖミリ

リツトル）を容量二百ミリリツトルの分液ロートに入れ、酒石酸カリウ

ムナトリウム液五ミリリツトルを加え、つぎに指示薬としてブロムフエ

ノールブルー液二滴を加えた後、液の色が淡黄色から青紫色になるまで

希アンモニア水（アンモニア水（二十八パーセント以上）と蒸留水を容量

比一対一の割合で混合したもの）を加え、さらに蒸留水を加えて百ミリ

リツトルとする。これに硫酸アンモニウム液十ミリリツトルを加え、つ

ぎにジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム液五ミリリツトルを加えて

数分間放置した後、メチルイソブチルケトン（九十八パーセント以上）

十・〇ミリリツトルを加え、約五分間激しく振り混ぜる。これを静置して

メチルイソブチルケトン層を分取し、これを原子吸光分光光度計にかけ、

二百二十八・八ナノメートルの波長で吸光度（Ａ）を測定する。 

 別に、カドミウム標準液五・〇ミリリツトルないし二十・〇ミリリツト

ルの範囲の適量（ｖミリリツトル）及び空試験液（Ｖミリリツトル）を、

1



 

それぞれ、分液ロートに入れ、試料液の操作の場合と同様に操作した後、

吸光度（ＡＳ及びＡ０）を測定する。 

備考 カドミウム標準原液は市販品を用いてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別
表
第
二
　
誘
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合
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ラ
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マ
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検
定
の
方
法
（
第
二
条
関
係
）

 

別表第二 誘導結合プラズマ発光分光分析法による検定の方法（第二条関係）  

区 分 方 法 

一 試薬の調製（次

に示すもの以外は、

別表第一に示すも

のを用いる。） 

 

 

 

 

 （一） イツトリ

ウム標準液 

 硝酸イツトリウム〇・七七三グラムに硝酸五ミリリツトルを加えて

加熱溶解した後、冷却し、蒸留水を加えて二百五十ミリリツトルとす

る。この溶液十ミリリツトルに〇・一モル毎リツトル硝酸を加えて百

ミリリツトルとする。 

 （二） 検量線用

カドミウム溶液 

 カドミウム濃度が〇・〇〇一ないし二ミリグラム毎リツトルの範囲

で、かつ、イツトリウム濃度が〇・五マイクログラム毎ミリリツトル

となるように、カドミウム標準液及びイツトリウム標準液を混合し、

〇・一モル毎リツトル硝酸で希釈する。 

二 試料液の調製  試料十・〇グラムないし三十・〇グラムの範囲の適量（Ｓグラム）

を容量三百ミリリツトルないし五百ミリリツトルの分解容器に入れ、

蒸留水十ミリリツトルないし四十ミリリツトル及び硝酸四十ミリリ

ツトルを加えてよく混和した後、おだやかに加熱する。暫時加熱した

後、放冷し、硫酸二ミリリツトルを加え、必要に応じ随時硝酸少量を

加えつつ淡黄色ないし無色の透明な液になるまで加熱する。これを冷

却した後、イツトリウム標準液〇・五ミリリツトルを加え、更に〇・

一モル毎リツトル硝酸を加えて全量を百・〇〇ミリリツトルとする。 

三 空試験液の調  試料液の調製に用いた蒸留水、硝酸及び硫酸と同量の蒸留水、硝酸

 

製 及び硫酸について試料液の調製の場合と同様に処理し、イツトリウム

標準液〇・五ミリリツトルを加え、更に〇・一モル毎リツトル硝酸を

加えて全量を百・〇〇ミリリツトルとする。 

四 検定の操作  試料液（カドミウムの含有量が試料液一リツトルにつき二ミリグラ

ムを超える場合にあつては、カドミウムの含有量が試料液一リツトル

につき二ミリグラム以下になるよう〇・一モル毎リツトル硝酸でｎ倍

に希釈する。）を誘導結合プラズマ発光分析装置にかけ、二百二十八・

八〇二ナノメートルの波長でカドミウムの発光強度を、三百七十一・

〇三〇ナノメートルの波長でイツトリウムの発光強度をそれぞれ測

定し、イツトリウムに対するカドミウムの相対発光強度比を求める。 

 カドミウム濃度の異なる複数の検量線用カドミウム溶液を同様に

操作して求めた発光強度比から検量線を作成する。試料液から得られ

た発光強度比及び検量線からカドミウム濃度（ＣＳ）を求める。別に

空試験液を試料液と同様に操作してカドミウム濃度（ＣＯ）を求める。 

備考 

 一 イツトリウム標準液は市販品を用いてもよい。 

 二 内標準として、イツトリウムに代えてイツテルビウムを用いてもよい。 

 三 検定の操作においては、状況により他の波長で測定してもよい。 

 

 

 

 

 

別
表
第
三
　
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
法
に
よ
る
検

定
の
方
法
（
第
二
条
関
係
）

 

別表第三 誘導結合プラズマ質量分析法による検定の方法（第二条関係）  

区 分 方 法 

一 試薬の調製（次

に示すもの以外は、

別表第一及び別表第

二に示すものを用い

る。） 

 検量線用カドミウ

ム溶液 

 

 

 

 

 

 カドミウム濃度が〇・〇〇〇〇五ないし〇・五ミリグラム毎リツ

トルの範囲で、かつ、イツトリウム濃度が五ナノグラム毎ミリリツ

トルとなるように、カドミウム標準液及びイツトリウム標準液を混

合し、〇・一モル毎リツトル硝酸で希釈する。 

二 試料液の調製  試料十・〇グラムないし三十・〇グラムの範囲の適量（Ｓグラム）

を容量三百ミリリツトルないし五百ミリリツトルの分解容器に入

れ、蒸留水十ミリリツトルないし四十ミリリツトル及び硝酸四十ミ

リリツトルを加えてよく混和した後、おだやかに加熱する。暫時加

熱した後、放冷し、硫酸二ミリリツトルを加え、必要に応じ随時硝

酸少量を加えつつ淡黄色ないし無色の透明な液になるまで加熱す

る。これを冷却した後、イツトリウム標準液〇・五ミリリツトルを

加え、更に〇・一モル毎リツトル硝酸を加えて全量を百・〇〇ミリ

リツトルとする。この溶液一ミリリツトルに〇・一モル毎リツトル

硝酸を加えて全量を百・〇〇ミリリツトルとする。 

三 空試験液の調製  試料液の調製に用いた蒸留水、硝酸及び硫酸と同量の蒸留水、硝

酸及び硫酸について試料液の調製の場合と同様に処理し、イツトリ

2



 

ウム標準液〇・五ミリリツトルを加え、更に〇・一モル毎リツトル

硝酸を加えて全量を百・〇〇ミリリツトルとする。この溶液一ミリ

リツトルに〇・一モル毎リツトル硝酸を加えて全量を百・〇〇ミリ

リツトルとする。 

四 検定の操作  試料液（カドミウムの含有量が試料液一リツトルにつき〇・五ミ

リグラムを超える場合にあつては、カドミウムの含有量が試料液一

リツトルにつき〇・五ミリグラム以下になるよう〇・一モル毎リツ

トル硝酸でｎ倍に希釈する。）を誘導結合プラズマ質量分析装置にか

け、質量数百十一でカドミウムのイオン強度を、質量数八十九でイ

ツトリウムのイオン強度をそれぞれ測定し、イツトリウムに対する

カドミウムの相対イオン強度比を求める。 

 カドミウム濃度の異なる複数の検量線用カドミウム溶液を同様に

操作して求めたイオン強度比から検量線を作成する。試料液から得

られたイオン強度比及び検量線からカドミウム濃度（ＣＳ）を求める。

別に空試験液を試料液と同様に操作してカドミウム濃度（ＣＯ）を求

める。 

備考 

 一 内標準として、イツトリウムに代えてロジウム又はインジウムを用いてもよい。 

 二 検定の操作においては、状況により他の質量数で測定してもよい。 

 

 

 

 

別
表
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係
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別表第四 原子吸光法による検定の方法（第三条関係）  

区 分 方 法 

一 試薬の調

製 

 

 

 （一） 〇・

一モル毎リツ

トル塩酸 

 希塩酸（塩酸（三十五パーセント以上）と蒸留水を容量比一対一の割合で

混合したもの）をガラス製蒸留器で蒸留して得た共沸混合物を蒸留水で〇・

一モル毎リツトルとなるように希釈する。 

 （二） カ

ドミウム標準

原液 

 金属カドミウム一・〇〇〇グラムを希硝酸（硝酸と蒸留水を容量比一対五

の割合で混合したもの）五十ミリリツトルに溶かし、これを煮沸した後、冷

却し、蒸留水を加えて一・〇〇〇リツトルとする。 

 （三） カ

ドミウム標準

液 

 使用の都度、カドミウム標準原液を〇・一モル毎リツトル塩酸で千倍に希

釈する。 

二 試料液の

調製 

 試料十・〇グラムを容量百ミリリツトルの広口びんに入れ、〇・一モル毎

リツトル塩酸五十・〇ミリリツトルを加えて、これを恒温水平振り混ぜ機で

摂氏約三十度に保つて約一時間振り混ぜた後、乾燥ろ紙（日本工業規格五種

Ｂのもの）でろ過する。 

三 検定の操

作 

 試料液（カドミウムの含有量が試料液一リツトルにつき二ミリグラムを

超える場合にあつては、カドミウムの含有量が試料液一リツトルにつき二

ミリグラム以下になるよう〇・一モル毎リツトル塩酸でｎ倍に希釈する。）

を原子吸光分光光度計にかけ、二百二十八・八ナノメートルの波長で吸光度

（Ａ）を測定する。 

 

 別に、カドミウム標準液及び〇・一モル毎リツトル塩酸を、それぞれ、原

子吸光分光光度計にかけ、二百二十八・八ナノメートルの波長で吸光度（Ａ

Ｓ及びＡ０）を測定する。 

四 試料の水

分の測定 

 試料（Ｗ１グラム）とこれを摂氏百五度で約四時間乾燥して得たもの（Ｗ

２グラム）を比べて水分を測定する。 

備考 〇・一モル毎リツトル塩酸及びカドミウム標準原液は市販品を用いてもよい。 
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別表第五 誘導結合プラズマ発光分光分析法による検定の方法（第三条関係）  

区 分 方 法 

一 試薬の調製（次

に示すもの以外は、

別表第四に示すも

のを用いる。） 

 

 

 

 

 （一） イツテル

ビウム標準液 

 硝酸イツテルビウム〇・五一九グラムに硝酸五ミリリツトルを加え

て加熱溶解した後、冷却し、蒸留水を加えて二百五十ミリリツトルと

する。この溶液十ミリリツトルに〇・一モル毎リツトル硝酸を加えて

百ミリリツトルとする。 

 （二） 検量線用

カドミウム溶液 

 カドミウム濃度が〇・〇〇一ないし二ミリグラム毎リツトルの範囲

で、かつ、イツテルビウム濃度が一定濃度となるように、カドミウム

標準液及びイツテルビウム標準液を混合し、〇・一モル毎リツトル塩

酸で希釈する。 

二 試料液の調製  試料十・〇グラムを容量百ミリリツトルの広口びんに入れ、〇・一

モル毎リツトル塩酸五十・〇ミリリツトルを加えて、これを恒温水平

振り混ぜ機で摂氏三十度に保つて約一時間振り混ぜた後、乾燥ろ紙

（日本工業規格五種Ｂのもの）又は孔径〇・四五マイクロメートルの

メンブランフィルターでろ過し、イツテルビウム標準液を一定濃度と

なるように添加する。 

三 検定の操作  試料液（カドミウムの含有量が試料液一リツトルにつき二ミリグラ

ムを超える場合にあつては、カドミウムの含有量が試料液一リツトル

につき二ミリグラム以下になるよう〇・一モル毎リツトル塩酸でｎ倍
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に希釈する。）を誘導結合プラズマ発光分析装置にかけ、二百十四・四

三八ナノメートルの波長でカドミウムの発光強度を、三百二十八・九

三七ナノメートルの波長でイツテルビウムの発光強度をそれぞれ測

定し、イツテルビウムに対するカドミウムの相対発光強度比を求め

る。 

 カドミウム濃度の異なる複数の検量線用カドミウム溶液を同様に

操作して求めた発光強度比から検量線を作成する。試料液から得られ

た発光強度比及び検量線からカドミウム濃度（ＣＳ）を求める。別に

〇・一モル毎リツトル塩酸にイツテルビウム標準液を試料液のイツテ

ルビウム濃度と同一の濃度となるように添加し、試料液と同様に操作

してカドミウム濃度（ＣＯ）を求める。 

四 試料の水分の

測定 

 試料（Ｗ１グラム）とこれを摂氏百五度で約四時間乾燥して得たも

の（Ｗ２グラム）を比べて水分を測定する。 

備考 

 一 イツテルビウム標準液は市販品を用いてもよい。 

 二 内標準として、イツテルビウムに代えてイツトリウムを用いてもよい。 

 三 検定の操作においては、状況により他の波長で測定してもよい。 
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別表第六 誘導結合プラズマ質量分析法による検定の方法（第三条関係）  

区 分 方 法 

一 試薬の調製（次

に示すもの以外は、

別表第四に示すも

のを用いる。） 

 

 

 

 

 （一） インジウ

ム標準液 

 金属インジウム〇・二五〇グラムに硝酸十ミリリツトルを加えて加

熱溶解した後、冷却し、蒸留水を加えて二百五十ミリリツトルとする。

この溶液二十五ミリリツトルに硝酸（一＋一）十ミリリツトルを加え、

更に蒸留水を加えて五百ミリリツトルとする。 

 （二） 検量線用

カドミウム溶液 

 カドミウム濃度が〇・〇〇〇〇五ないし〇・五ミリグラム毎リツト

ルの範囲で、かつ、インジウム濃度が一定濃度となるように、カドミ

ウム標準液及びインジウム標準液を混合し、〇・一モル毎リツトル塩

酸又は〇・一モル毎リツトル硝酸で希釈する。 

二 試料液の調製  試料十・〇グラムを容量百ミリリツトルの広口びんに入れ、〇・一

モル毎リツトル塩酸五十・〇ミリリツトルを加えて、これを恒温水平

振り混ぜ機で摂氏三十度に保つて約一時間振り混ぜた後、乾燥ろ紙

（日本工業規格五種Ｂのもの）又は孔径〇・四五マイクロメートルの

メンブランフィルターでろ過し、インジウム標準液を一定濃度となる

ように添加する。 

三 検定の操作  試料液（カドミウムの含有量が試料液一リツトルにつき〇・五ミリ

グラムを超える場合にあつては、カドミウムの含有量が試料液一リツ

トルにつき〇・五ミリグラム以下になるよう〇・一モル毎リツトル塩

 

酸でｎ倍に希釈する。）を誘導結合プラズマ質量分析装置にかけ、質

量数百十一でカドミウムのイオン強度を、質量数百十五でインジウム

のイオン強度をそれぞれ測定し、インジウムに対するカドミウムの相

対イオン強度比を求める。 

 カドミウム濃度の異なる複数の検量線用カドミウム溶液を同様に

操作して求めたイオン強度比から検量線を作成する。試料液から得ら

れたイオン強度比及び検量線からカドミウム濃度（ＣＳ）を求める。

別に〇・一モル毎リツトル塩酸にインジウム標準液を試料液のインジ

ウム濃度と同一の濃度となるように添加し、試料液と同様に操作して

カドミウム濃度（ＣＯ）を求める。 

四 試料の水分の

測定 

 試料（Ｗ１グラム）とこれを摂氏百五度で約四時間乾燥して得たも

の（Ｗ２グラム）を比べて水分を測定する。 

備考 

 一 インジウム標準液は市販品を用いてもよい。 

 二 内標準として、インジウムに代えてロジウムを用いてもよい。 

 三 検定の操作においては、状況により他の質量数で測定してもよい。 
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係
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付
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一
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第
二
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係
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